
おおいしだ 議会だよりおおいしだ 議会だより

芳賀 清 議員

どれが植樹でどれが雑草

関

幸
悦
議
員

さらなる交流人口拡大を
狙っているカラス

そば打ち会館にできないか（老人いこいの家）

売却予定のリフト

関

幸
悦
議
員

芳賀 清 議

公
園
内
に
、
コ
ナ
ラ
・
イ

タ
ヤ
カ
エ
デ
な
ど
の
植
樹
が

お
こ
な
わ
れ
た
が
、
手
入
れ

も
な
く
荒
廃
し
て
い
る
。
簡

易
な
休
憩
場
、
遊
具
を
設
置

し
て
公
園
全
体
を
整
備
す
る

考
え
は
。

町
長

平
成

年
度
に
、
約

千
本
の
広
葉
樹
を
植
樹
し
た

が
、
特
段
下
刈
り
な
ど
は
せ

ず
に
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

維
持
管
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

県
と
公
園
の
草
刈
り
業
務
内

容
の
見
直
し
を
含
め
検
討
す

る
が
、
遊
具
の
設
置
は
財
政

的
に
困
難
。

毎
年
農
作
物
へ
の
カ
ラ
ス

の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
町
内
各
地
に
大
群
で
出

没
し
、
町
民
は
不
安
視
し
て

い
る
が
。

町
長

農
協
・
猟
友
会
な
ど

と
連
携
し
、
被
害
の
防
止
に

努
め
、
効
果
的
な
方
法
を
模

索
す
る
。

今
後
の
利
活
用
と
リ
フ

ト
・
休
憩
場
の
施
設
を
ど
う

す
る
。

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
過
去
最
高
の
人
出
が

あ
っ
た
。

全
国
放
送

で
町
紹
介
も
あ
っ
て
交
流
人

口
拡
大
に
追
い
風
と
思
う
が
。

町
長

連
休
中
は
か
な
り
の

往
来
が
あ
り
、
そ
ば
、
だ
ん

ご
を
中
心
に
長
い
行
列
が
で

き
、
ど
の
店
も
賑
わ
っ
た
。

現
在
、
交
流
人
口
を
取
り
ま

と
め
中
だ
。

国
道

号
は
来
年
か

ら
通
年
通
行
と
な
り
、
両
県

の
経
済
交
流
は
活
性
化
す
る

が
、
そ
の
対
策
は
。

町
長

年
の
開
通
に
向
け

隣
接

市

町
で
昨
年
か
ら

絆
交
流
促
進
協

を
組
織

し
事
業
展
開
し
て
い
る
。
特

に
携
帯
電
話
の
不
通
区
間
解

消
の
た
め
、
東
北
通
信
局
や

携
帯
大
手

社
に
要
望
活
動

を
し
た
。

東
北
中
央
道（
仮
）村
山
・

大
石
田

に
町
案
内
看
板

の
設
置
計
画
は
。

町
長

高
速
道
は

年
度
開

通
で
進
ん
で
い
る
が
、
現
在
、

土
生
田
に
小
鵜
飼
舟
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
看
板
が
あ
る
。

町
の

は
必
要
な
の
で
設

置
し
た
い
が
、
尾
花
沢

も
あ
る
の
で
慎
重
に
計
画
を

進
め
た
い
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

村
山
・
大
石
田

を
大

石
田

と
表
示
で
き
な
い

か
。

町
長

村
山
・
大
石
田

は
村
山
市
の
協
力
で
実
現
し

た
の
で
、
大
石
田
単
独
名
は

難
し
い
が
、
今
後
も
要
望
し

て
い
く
。

今
年
か
ら

大
石
田
駅

長
が
不
在
と
な
っ
た
。
イ
ベ

老
人
い
こ
い
の
家
を
今
後

そ
ば
打
ち
会
館
に
活
用
で
き

な
い
か
。

町
長

老
人
い
こ
い
の
家
は

今
後
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
機
能
が
移
行
す
る
た
め
、

跡
地
利
用
を
含
め
て
そ
ば
会

館
は
検
討
し
た
い
。

ン
ト
や

活
動
に
民
間
人

を
一
日
駅
長
制
に
で
き
な
い

か
。

町
長

一
日
駅
長
は
新
庄
駅

長
が
任
命
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
検
討
し
た
い
。

町
長

平
成

年
度
か
ら
運

営
を
休
止
し
て
い
る
。
施
設

の
設
置
条
例
を
廃
止
し
、リ
フ

ト
原
動
設
備
は
公
売
処
分
を

検
討
し
て
い
る
。
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
は
今
年
中
に
解
体
す
る
。


